




1 はじめに 

アルミニウム合金は比強度・鋳造性・加工性・

耐食性など、多くの優れた特性を有しており、

輸送機器や船舶、建材などの多様な分野におい

て利用が進められている。アルミニウム合金の

特性を制御することを目的として、種々の元素

を添加することも少なくない。一方、これらの

添加元素により、化学研磨では研磨ムラが生じ

るなど、高い意匠性を付与することが難しい場

合も多く、均一に研磨を行うことが可能な電解

研磨（ElectroPolishing, EP）が注目されている。 

電解研磨は、化学的・電気的作用により、機

械的な変質を付与せず、被処理金属の表面を効

率よく平滑化する手法である。本手法は被処理

物を電解液中に浸漬するため、機械研磨が困難

な、複雑形状にも対応可能である。電解研磨を

行うことにより意匠性付与のほか、表面に存在

する加工変質層ならびに残留応力の除去にも有

効である。ここでは、電解研磨による表面の微

細構造ならびに形状の変化を詳細に調査するた

め、アルミニウム合金の圧延材を被研磨物とし、

2 種類の電解液を用いて得られる表面を比較し

た。 

 

2 実験方法 

供試材には、アルミニウム合金（A5052-H32

および A6061-T6）の圧延板（厚さ 3[mm]）を使

用した。以後、これらを「A5052」、「A6061」と

表記する。圧延方向を長手方向として、20[mm]– 

25[mm]に切断した試験片に対し、炭化けい素耐

水研磨紙（SiC）#600を用いて試験片の両面を機

械研磨した。その後、片面のみを#2400を用いて

研磨し、この研磨面を評価面とした。以後、こ

の試料を「機械研磨試料」と表記する。 

電解研磨液には、硫酸-リン酸混合（Sulfuric- 

Phosphoric acid: SP） 液または酢酸-過塩素酸混

合（Acetic-Perchloric acid: AP） 液を用いた。以

後、これらをそれぞれ「SP 液」、「AP 液」と表記

する。電解研磨では、各種電解液中において、

試料およびカーボン板を、それぞれ陽極および

陰極とし、はじめに 0.1[V/s]の走査電圧電解を行

い、電圧-電流特性を得た後、電流停滞領域内の

電圧にて、一定電圧電解を行った。以後、電解

研磨を施した試料を「電解研磨試料」、特に SP

液または AP 液を用いたそれを、それぞれ「SP-EP

試料」および「AP-EP 試料」と表記する。SP 液

および AP 液の温度は、それぞれ 338[K]、293[K]

とし、電解条件は SP-EP は 15[V]-300[s]、AP-EP

は 20[V]-30[s]とした。 

機械研磨試料および電解研磨試料の評価面に

対し、目視および共焦点走査型レーザ顕微鏡に

よる明視野観察ならびに表面形状測定を行った。

また、電解研磨試料の表面微細組織観察には、

電界放射型走査電子顕微鏡（FE-SEM）による形

態観察を行った。観察には反射電子像の組成モ

ード（以下`BEI-CMP’と表記）を用いた。 

 

3 結果および考察 

図 1 は、機械研磨および電解研磨を行った

A5052 表面の光学顕微鏡像ならびに光沢度であ

る。電解研磨により、機械研磨キズが除去され

ている様子が観察される。ただし、AP-EP と比

較して、SP-EP の場合に介在物が多く確認される。

合金中の介在物は、Al, Fe, Si から成る金属間化

合物（InterMetallic Compound, 以下「IMC」と表

記）や Si 相である。これらはアルミニウム母相

と異なる速度で溶解するため、電解時間の長い

SP-EP において、凹凸が顕著になったと考えられ

る。 

表面形状の評価方法として、断面形状（Primary, 

P）にガウシアンフィルタを作用させ、長波長成

分（うねりWaviness, W）と、短波長成分（粗さ

Roughness, R）に分解し、それぞれについて、最

大高さ（z）、算術平均（a）、平均長さ（Sm）など

の形状パラメータを求める方法が挙げられる。

ただし、Pを Wと Rに分解する際には、カット

オフ波長（λc）を設定する必要があり、その設定

に応じて、得られる形状パラメータの数値が変

化する。本報告では電解研磨により平滑化が進

行する際の、凹凸成分の波長分布およびその減 
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少量を明らかにすることを目的としているため、

形状パラメータではなく、Pのフーリエ変換によ

る評価を行った。 

図 2 は、A5052 および A6061 の断面形状 Pの

高速フーリエ変換で得られたパワー（フーリエ

成分の絶対値の二乗）スペクトルである。機械

研磨で導入された凹凸成分のうち、波長 16 [µm]

以下の短波長領域において、電解研磨によりパ

ワーが 2 桁程度減少している。一方、これより

も長波長の凹凸成分では、電解研磨によるパワ

ーの減少量が小さい。このことから、波長16 [µm]

以下の凹凸は電解研磨により効率的に除去され

るが、長波長の凹凸を除去することは困難であ

る。図 1より、SP-EP では光沢度の変化はほとん

どみられないものの、図 2（a）では凹凸が減少

しており、光沢度は表面形状以外の要因によっ

ても変化すると考えられる。 

図 3は、電解研磨を行った A5052の BEI-CMP

である。SP-EP では、母相および IMC 表面に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多孔質の固体膜が観察されるのに対し、AP-EP

では固体膜が観察されない。SP-EP では、固体膜

が母相および IMC 上に形成している。図 1,2 に

おいて、SP-EP によって平滑化されているにもか

かわらず、光沢度が上昇しない理由として、こ

の固体膜による光の散乱・吸収が挙げられる。

AP-EP では、光沢度の向上が顕著である一方、

IMC, Siなどの近傍に腐食孔が発生している。固

体膜は、局所的な腐食すなわち腐食孔の形成を

抑制し、固体膜が顕著に形成されない AP-EP で

は、腐食孔の発生頻度が高いと考えられる。 

図 4 は、SP-EP を行った A5052 の固体膜を除

去する前後の表面BEI-CMPならびに光沢度であ

る。固体膜の除去には、リン酸-クロム酸（VI）

水溶液を用い、311 [K]の溶液に 30 [min]浸漬した。

リン酸およびクロム酸の濃度は、それぞれ 35 

[mL/L]および 20 [g/L]である。固体膜の除去によ

って光沢度が大きく向上し、AP-EP を行った場

合と同等の値が得られた。 

図 1. 機械研磨および電解研磨を行った A5052 表面の光学顕微鏡像ならびに光沢度 （明視

野モード, SP-EP 15V-300s, AP-EP 20V-30s） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 機械研磨試料および電解研磨試料より得られた表面形状プロファイルの FFT パワースペ 

クトル: （a） A5052_SP-EP, （b） A6061_SP-EP, （c）A5052_AP-EP, （d）A6061_AP-EP. 

図 3. 電解研磨を行った A5052表面の反射電子像（組成モード, BEI-CMP） 



行ない、N3、N20に流れる電流を求め、最も磁界

放射量が大きくなる+y 方向の放射磁界を以下の

式で計算した2)。 
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ここで、rはループ中心からの距離（m）、0は

真空の透磁率、= 2、は波長（m）、は真空

の空間インピーダンス（）、Iはループ電流（A）、

Sはループ面積（m2）を表している。今回は r = 

1とし、Iには回路解析で求めた値を代入した。 

解析結果を図3に示す。比較のため、N3、N20

のみからの放射も同じ図に示した。N3、N20のみ

の場合は、それぞれ低周波、高周波で放射量が小

さくなっている。対してスイッチ切替を用いた

場合は、2個のアンテナの放射の重ね合わせとな

り、スイッチを開いた状態で N20と同程度か、高

周波では約6 dB 程度大きい放射量となり、スイ

ッチを閉じた状態では N3と同程度か、高周波で

は最大10 dB 大きい放射量が得られる。図3から、

放射量の等しくなる2 MHz でスイッチを切り替

えることで、全周波数において N3、N20のみと

同程度以上の放射量が得られると分かる。 

3 実測による評価 

設計したアンテナを作製し、放射磁界の実測

を行なって性能を評価した。図4に作製したアン

テナを示す。N3と N20の2個のループアンテナを

平行に設置し、スイッチ切替回路で接続して、そ

れにケーブルを接続し給電する。測定は電波半

無響室で行い、図2に示す+y方向、距離1 mの放

射磁界を実測した。 

実測結果と解析結果の比較を図5に示す。実測

でも解析結果と同様の傾向が得られた。ただし

今回測定時のノイズフロアのレベルが高く、ノ

イズフロアより50 dB 大きな放射量は得られな

かった。今後測定機器の設定等を変更してノイ

ズフロアを下げる検討が必要である。 

0.1 MHzから2 MHzにかけては、解析結果と実

測結果の誤差は3 dB 程度である。それよりも低

い周波数及び高い周波数では誤差が大きくなっ

ている。これらの原因としては、低周波ではノイ

ズフロアの影響で放射量が実際より大きく測定

されていると考えている。高周波での誤差は、給

電ケーブルからの放射の影響と考えている。 

4 まとめ 

本報告では、箱状の筐体のシールド性能評価

に用いることを目的として、広帯域で十分な放

射量を確保できるループアンテナの設計と実測

による評価を行なった。巻き数の異なる2個のア

ンテナを平行に設置してスイッチ切替回路で接

続し、2 MHz でスイッチの切り替えを行なうこ

とで、30 MHz以下の全周波数で単独のループア

ンテナと同程度以上の放射量が得られた。 

今後は、作製した送信アンテナを実際に用い

て、筐体のシールド性能評価系を構築する予定

である。  
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図 3 放射磁界解析結果（+y方向、距離 1 m） 
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図 5 実測結果との比較（+y方向、距離 1 m） 
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1 はじめに 

近年、機器の小型軽量化が急速に進められる

中で、騒音が問題化するケースが増えている。特

に、中低周波数の音は対策が難しく、グラスウー

ルなどの吸音材料では通常大きな厚さを必要と

する。発生騒音が特定の周波数の場合は、穴あき

板吸音構造が用いられる。これは、図１に示すよ

うな穴あき板の背後に空気層を設けた構造で、

それぞれの穴とその背後の空気層がヘルムホル

ツ共鳴器1)と呼ばれる系を構成する。このヘルム

ホルツ共鳴器は穴の部分の空気が質量、空気層

がバネの役割をする１自由度の振動系となって

おり、この振動系の共振周波数と等しい周波数

の音が入射した際に、穴の部分の空気が激しく

振動して音を吸収する。共鳴を利用しているこ

とから特定周波数で大きな吸音効果が得られる

特徴がある。この共鳴周波数は、穴径や穴ピッチ、

空洞部深さなどの寸法から比較的単純な式によ

って予測することができる。しかし、吸音率の大

きさは構造寸法の他に、穴部分の空気が振動す

る際に受ける抵抗値などにも依存し、単純な式

によって吸音性能を予測することは困難である。 

そこで、本研究では、ヘルムホルツ共鳴器の垂

直入射吸音率の有限要素法による予測手法につ

いて検討を行った。以下にその内容を報告する。 

2 有限要素モデル 

垂直入射吸音率とは、垂直に音波が入射、反射

した際の吸音率である。これを有限要素法によ

り算出するには、同様の条件を解析モデル上で

再現する必要がある。このことから、本研究では、

垂直入射吸音率を測定する際に用いられる音響

管（インピーダンス測定管：図２）をモデル化し、

この測定方法に則した計算を行うこととした。 

垂直入射吸音率測定装置では、音響管の片側

端部にスピーカが設置されている。このスピー

カから発生した音は、半波長が管直径よりも長

い低周波数では、音響管内部を断面に対して垂

直な方向にのみ伝播する。試料で反射された音

波も同様に垂直方向にのみ反射される。吸音率 

 
 

図１ 穴あき板吸音構造（ヘルムホルツ共鳴器） 

 

 
 

図２ 垂直入射吸音率測定装置 

 

の算出は、管に設置した２本のマイクロホン

間の伝達関数HABの計測により、次式を用いて

算出される2)。 
2
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ただし、r は、垂直入射反射率を表し、 
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である。sはマイクロホン間距離、zAは試料から 
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図３ 有限要素法による解析モデル 

 

遠い側のマイクロホンの試料表面からの距離

である。kは波数である。 

 解析では、音響管およびヘルムホルツ共鳴器

の空気部分を四面体要素に分割し、モデル化し

た。解析モデルの例を図３に示す。ここでは直径

100 mmの音響管を対象とした。音源側端面は吸

音を定義し、点音源を端面から10 mm離れた位置

に定義した。マイクロホンが設置される位置の

複素音圧を計算し、伝達関数を求めた。なお、解

析に用いたソフトウェアは、LMS Virtual.lab 

Acousticsである。 

 本研究では、穴あき板として、次の２つを対

象とした。穴あき板A：厚さ2 mm、孔径7 mm、

穴数12（均等配置）。穴あき板B：厚さ2 mm、

孔径13 mm、穴数1（中央配置）。穴あき板Aに

ついては、背後空気層の深さ(L)は20 mmおよ

び100 mmとした。穴あき板Bの場合は、空洞部

として独立した直径30 mmのパイプを取り付

け、空洞部深さ(L)を20 mmおよび100 mmとし

た。また、いずれの場合も穴部には抵抗材とし

て、金属メッシュを取り付けた。ヘルムホルツ

共鳴器の吸音性能は、穴部の抵抗に大きく依

存することから、数値解析により吸音率を予

測する際には、この穴部の抵抗のモデル化が

大きく影響する。本研究において、モデル化は、

以下の手順で行った。 

(1)金属メッシュの流れ抵抗を、流れ抵抗測定

器（Mecanum社、SIG2011）を用い実測 

(2)等しい抵抗となる等価な多孔質材料に穴部

媒質を置き換えるため、流れ抵抗値を換算 

(3)Delany-Bazley-Miki modelにより、穴部媒質

を定義 

3 数値解析結果および実験結果の比較 

穴あき板Aと穴あき板Bの共鳴器についての垂

直入射吸音率の数値計算結果および実験結果を

図４と図５に、それぞれ示す。結果を見ると、い

ずれの場合もピーク周波数やピークのカーブ形

状などが、計算と実験でよく一致している。ただ

し、穴あき板Aの共鳴器で、L=100 mmの場合、計

算結果が実験より若干低く算出されている。こ

の要因としては、流れ抵抗値の非線形性などが

影響していると考えられる。 

 
図４ 計算および実験結果 

（穴あき板A：穴径7 mm、穴数12） 

 
図５ 計算および実験結果 

（穴あき板B：穴径13 mm、穴数1） 

4 まとめ 

ヘルムホルツ共鳴器の吸音率の予測を目的に、

有限要素法によるモデル化手法について検討を

行った。垂直入射吸音率の測定方法と同様の条

件を模擬し、また、穴部抵抗を、実測した流れ抵

抗値から等価な多孔質材料として定義する方法

により吸音率を算出した。実験との比較を行い、

検討した数値解析法の妥当性を示した。 

参考文献 

1)例えば、前川純一ら："建築・環境音響学"，共

立出版 (2000) p.85 

2)"音響管による吸音率及びインピーダンスの

測定-第 2 部:伝達関数法：JIS A1405-2"，財団法

人日本規格協会，東京(2007) 

500 1000 1500
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1
 L=100 mm (実験）
 L=100 mm (計算)

周波数(Hz)
吸
音
率

 L=20 mm (実験）
 L=20 mm （計算）

500 1000 1500
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1
 L=20 mm(実験）
 L=20 mm(計算)

周波数(Hz)

吸
音
率

 L=100 mm (実験)
 L=100 mm (計算)



1 はじめに 

金属と樹脂の接合部品は、軽量化による燃費

向上や環境負荷軽減の要求から、今日では自動

車や航空機をはじめ、産業分野で必要不可欠と

なっている。そのため、接合が行われた製品の

耐久性や信頼性を確保するためには、接合性の

向上が重要なっている。それらの研究において

多くの報告がなされているが1),2)、計算機シミュ

レーションにより接合性を評価した研究は少な

い。本報告では、第一原理計算を用いて、吸着

エネルギーの観点から、接合性を評価3)し、実験

結果と比較した。なお、本研究では、純アルミ

ニウム(以下、Al)に対するポリエチレン(以下、

PE)、ポリプロピレン(以下、PP)、66ナイロン(以

下、PA66)の接合性を評価した。 

 

2 計算方法 

2.1 計算概要 

本計算には、密度汎関数法に基づく一般化勾

配近似と擬ポテンシャル法による第一原理計算

を用いた。使用したプログラムパッケージは

CASTEPである4)。この手法では、与えられた原

子配置に対して電子系の支配方程式である

Kohn-Sham方程式を解くことによって、系の基底

状態を求める。すなわち、0 Kにおける静的な計

算である。計算モデルには、3次元周期境界条件

を課した。 

 

2.2 金属表面上における樹脂の安定構造 

XPSの結果よりAl板表面は、AlとAl2O3が混在

していたことから、それらを母材として、その

表面上に樹脂が安定に位置する場合を考えた。 

計算で扱った結晶面は、(111)表面である。 

 
1 岡山県立大学大学院情報系工学研究科 
2 岡山県立大学情報工学部 

 

第一原理計算では、初期モデルに依存して構造

最適化により到達する安定構造が異なる場合が

ある。そこで、樹脂が表面に対して異なる相対

配置を持つ数種類のモデルを作成し、構造最適

化により安定な構造を求めた。本計算では、扱

うことのできる原子数が限られていることから、

樹脂の一部の構造を用いた。 

 ここで、Al(111)表面上のPEの安定位置を以下

の手順で求めた。 

(1) Al結晶について慣用単位胞を作成した。 

(2) この慣用単位胞からAl(111)表面を切り出し、

表面上に厚さ10 Åの真空スラブを付けて

Al(111)表面を作成した。 

(3) Al(111)表面近傍に対称性を考慮したPEを配

置した数種類の計算モデルを作成した。 

(4) PEと最表面のAl原子を動かして、系の全エネ

ルギーが最小となる位置を求めた。 

なお、PPとPA66についても同様の計算を行っ

た。例として、図1にAl(111)表面上のPEの計算モ

デルを示す。セルは、H原子(白色の球)を16個、

C原子(灰色の球)を8個、Al原子(黒色の球)を32個

含んでいる。 

 

2.3 吸着エネルギーの算出方法 

最安定モデルについて樹脂を金属表面から1 

nm離して相互作用が無視できる状態にしてから、

これらを基準モデルとして全エネルギー計算を

行った。さらに得られた結果から式(1)に従い吸

着エネルギーを算出した。 

            𝐸𝑎𝑑 = 𝐸𝑡𝑜𝑡 − 𝐸𝑟𝑒𝑓 (eV)       (1) 

 ここでEtotとErefは最安定モデルと基準モデル

の全エネルギー、Eadは吸着エネルギーである。 

 

3 実験方法 

実験には20 mm × 50 mm × 3 mmのAlを用いた。

樹脂は、10 mm × 10 mm × 1 mm のPEとPP、5 mm 

第一原理計算による金属/樹脂の 

接合性評価手法の提案 
 

A proposal of evaluation method for bondability between metal / resin interfaces through  
the first principles calculation 

 

中西 亮太・稲垣 淳1・上原 一徳 2・川野 道則・末岡 浩治2 

 

Ryota NAKANISHI, Jun INAGAKI, Kazunori Uehara, Michinori KAWANO, Koji SUEOKA 

 

キーワード 金属 / 樹脂 / 接合性 / 第一原理計算 

KEY WORDS Metal / Resin / Bondability / First principles calculation 



× 5 mm × 1 mmのPA66を用いた。PA66は、353 K

で54 ks乾燥させた。Alをアルカリと酸で洗浄後、

プレス機を用いて、AlとPE(423 K)、PP(473 K)を

210 sで、PA66(563 K)を300 sで真空加熱した。そ

の後、323 Kの300 sで冷却して接合した。引張試

験機を用いて、変位速度17 μm / sの条件により接

合力を測定した。 

 

4 計算結果と実験結果 

図2に第一原理計算により得られた吸着エネ

ルギーを示す。ここで、吸着エネルギーの値が

大きいほど金属と樹脂の化学結合力が強いこと

を意味する。図3に引張試験により測定した接合

力を示す。本計算により得られた吸着エネルギ

ーは、実験により得られた接合力と相関が見ら

れた。これにより、吸着エネルギーが接合力を

評価する上での指標となることが示された。 

 

5 考察 

実験においてPA66は強い接合力を示し、PEと

PPでは非常に弱い接合力を示した。図4に計算に

より得られたAl / PEとAl / PA66の価電子密度分

布を示す。なお、価電子密度の濃淡の最大値は、

1.5個 / Å3に設定した。Al / PEでは、PEが表面か

ら離れ、価電子密度も低くなっている。PPにお

いても同様の結果となった。一方、Al / PA66で

は、PA66のO原子がAlに近づき、その間で価電子

密度が高くなっている。この結果から、Al / PA66

のAlとO原子で結合が生じ、それにより吸着エネ

ルギーが大きくなったと推察される。なお、PE

とPA66において、価電子密度の差が生じた原因

としては、Al表面と最近接で結合する樹脂側の

原子の違いによるものと考えられる。 

 

6 まとめ 

第一原理計算を用いて、吸着エネルギーの観

点から、金属と樹脂の接合性を評価した。本計

算により得られた吸着エネルギーが接合力を評

価する上での指標となることが示された。今後

は、本評価手法を工業分野へ応用する予定であ

る。 

 

参考文献 

1) 小原田 一真, 安田 光伸: 東レリサーチセン

ター The TRC News, 116, 19 (2013) 

2) 中前 勝彦：表面技術,66,338(2015) 

3) 稲垣 淳，中西 亮太，川野 道則，末岡 浩治：

日本接着学会,52,287,(2016) 

4) The CASTEP code is available from Accelrys 

Software Inc. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 引張試験により測定した接合力 

図 2 第一原理計算により得られた

吸着エネルギー 

図 1 Al(111)表面上の PEの計算モデル 

図 4 Al / PEと Al / PA66の価電子密度分布 
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1. Measurement of the Growth Rate of Vibrio parahaemolyticus under Various Salinity 

conditions Using Microbial Calorimetry 

（J. Environ. Control Technique Vol.34 No.2 平成 28年 4月） 

髙橋 和宏、田中 礼士*、福﨑 智司* 

(*三重大学大学院) 

 

―要旨― 

 

種々の塩分濃度下における Vibrio parahaemolyticus の増殖速度を微生物熱量計を用い

て測定した。増殖中に発生する代謝熱の変化を測定し、増殖サーモグラム g(t)を得た。こ

の g(t)を基に真の熱発生量 f(t)の曲線を得た。比増殖速度μは、f(t))曲線の対数増殖期

から求めた。相対的に高い μ 値は、0.9～3.0% NaCl を含む培地中で得られた。V. 

parahaemolyticus、NaCl濃度が 0.5%まで低下するか、8.1%まで増加しても増殖することが

できた。3.0%の NaCl を添加した培地では、pH 7.0～9.0の範囲において、μ 値には少しの

変化が見られたが、1.5%の NaCl を添加した培地では、μ 値に比較的大きな変化が pH 8.0

以上で見られた。3.0%の NaCl の存在は、V. parahaemolyticus のアルカリストレスへの耐

性に影響を与えることが示された。 

 

 

 

 

2. アルミニウム合金の耐食性に及ぼす陽極酸化処理の影響 

（めっき技術 第 29巻 3号 平成 28年 4月） 

築山 訓明、村上 浩二、永田 教人*、金谷 輝人**、日野 実*** 

(*(株)サーテック永田、 **岡山理科大学、 ***広島工業大学) 

 

―要旨― 

 

アルミニウム(Al)合金の耐食性を改善させる手法のひとつに、陽極酸化処理が用いられ

ている。熱処理型 Al 合金 A2017を対象に、陽極酸化処理を施し、酸化被膜の形態、表面近

傍の金属間化合物を含む組織、耐食性がどのように変化するのか調査を行った結果につい

て紹介する。 

 



 

3. 表面処理炭酸カルシウム微粒子をコートしたセルロース粉末の作製とその性質 

(Journal of the Society of Inorganic Materials, Japan Vol.23, 平成 28年 5月) 

川端 浩二、藤井 英司、日笠 茂樹 

 

―要旨― 

 

 湿式および乾式法によりディスクミルを用いて、表面処理炭酸カルシウム微粒子をコー

トしたセルロース粉末を作製した。水の接触角は、セルロース粉末と比較してコートされ

たセルロース粉末の方が増加していた。一般的には、セルロース粉末表面は親水性である

が、表面処理炭酸カルシウム微粒子のコートにより疎水性に変化することがわかった。表

面処理炭酸カルシウム微粒子は、凝集塊を形成することなく、比較的均一にセルロース粉

末の表面に付着していた。 

 

 

 

4. 振動モードに着目した苗床均平機の自走現象メカニズムに関する研究 

(日本機械学会論文集 Vol.82, No.838 平成 28年 6月) 

辻 善夫、眞田 明、岩田 和大、金島 秀幸* 

(*みのる産業(株)) 

 

―要旨― 

 

偏心錘の回転運動によりプレートを振動させて苗床を整地する苗床均平機が、特定回転

数で自走速度が増大するメカニズムを実験モード解析および動画像解析により解明した。

プレートの同相捻りモードの固有振動数より僅かに高い回転数にて、自走速度が最大とな

り、剛体モードと捻りモードが特定の位相差で合成される。この場合、後端は楕円長軸を

進行方向に傾けた軌跡上を大きく運動し、前端が宙に浮いた状態で後端が地面を強く蹴り、

装置は前方に押し出される。次に、後端が浮く局面で前端は接地し、スティックすること

で、前端を中心にプレートは回転運動し、後端が元の場所よりも前で接地する。このよう

な接地が交互に行われ、効率的に自走する。 

 

 

 

 

 



5. 特許情報のミクロ分析、セミマクロ分析及びマクロ分析の連携モデル 

(日本 MOT学会誌 No.4, 2016, 平成 28年 7月) 

上野 覚、山田 充 

 

―要旨― 

 

大規模なデジタルデータから有用な知見･知識を得るための方法論の開発を進めている。

特許情報は、客観性が高く有用な情報源であり、技術戦略構築への活用が期待されるもの

の、膨大であることから解析が難しく、マクロ領域からミクロ領域まで一体的に把握する

ことは困難であった。そこで本研究では、テキストマイニングと知識の構造化論を活用し

て、特許情報のミクロ分析、セミマクロ分析及びマクロ分析の連携モデルを提案すると共

に、このモデルの妥当性について実際の繊維系企業の特許情報を用いて技術動向を分析す

ることで検証を行った。 

 

 

 

 

6. ポリプロピレン/炭酸カルシウム複合材料の疲労特性に及ぼす界面接着の影響 

(高分子論文集 Vol.73, No.4  平成 28年 7月) 

甲加 晃一、日笠 茂樹 

 

―要旨― 

 

ポリプロピレン/炭酸カルシウム複合材料に関して、界面の接着と炭酸カルシウムの粒子

径が疲労特性に及ぼす影響を検討した。界面を接着させる相容化剤として、無水マレイン

酸変性ポリプロピレンを用いた。界面の接着は、疲労寿命を大幅に向上させた。界面の接

着が、界面剥離による内部破壊の発生を抑制させたためと考えられる。一方、小粒子径の

フィラーを用いた複合材料は、大粒子径のフィラーを用いた複合材料よりも高い疲労寿命

を有していた。S-N線図の最大応力を降伏応力にて正規化して、疲労破壊の挙動を比較した。

粒子径 20μmおよび 0.9μmの炭酸カルシウムを用いた場合、疲労破壊の挙動は、界面接着

の有無に依存しなかった。しかしながら、粒子径 6μm および 3μm の炭酸カルシウムを用

いた場合、疲労破壊の挙動は、界面接着の有無に依存した。 

 

 

 

 



7. 分散剤添加により得られたリグノセルロースナノファイバーの作製とその水中での分

散性 

(Journal of the Society of Inorganic Materials, Japan Vol.23, 平成 28年 7月) 

 川端 浩二、藤井 英司 

 

―要旨― 

 

湿式粉砕によって作製されたリグノセルロースナノファイバーは充填剤への利用が期待

される。しかしながら、湿式粉砕の際に、それらが凝集しやすいことが課題となっている。

そこで、分散剤による凝集抑制効果について調べた。0～20mass%分散剤を添加してリグノ

セルロースナノファイバーを作製した。ディスクミル粉砕時に分散剤を加えることにより、

効率的にリグノセルロースナノファイバーの粉砕が進行した。分散剤により水分散性のよ

い含水リグノセルロースナノファイバーが得られることがわかった。分散性は、分散剤と

粉砕物表面とが相互作用することで向上しているものと推察された。 

 

 

 

 

8. 次亜塩素酸による EPDMの劣化に関する研究（第 1報、第 2報） 

(日本ゴム協会誌 第 89巻 7号 平成 28年 7月) 

岩蕗 仁、石田 拓也、福崎 智司* 

(*三重大学大学院) 

 

―要旨― 

  

 本研究は、代表的なゴム製シール素材である EPDM の HOCl による劣化について、劣化機

構を解明し、劣化による事故を未然に防ぐ対策を講じることを目的としている。洗浄・殺

菌のメカニズムに関して蓄積されてきた知見、および洗浄・殺菌操作における pH制御の普

及に鑑みて、非解離型 HOClと解離型 OCl-は劣化における作用が異なり、それぞれについて

劣化機構の解明が必要であるとの観点で研究を進めている。HOClの解離状態によって EPDM

の表面形態変化は大きく異なり、pH を制御した促進劣化によって、黒粉現象および墨汁化

現象をはじめとして、ピット、ブリスター、クラックなどの実際のパッキンの劣化現象を

再現できることを示した。さらに、EPDM 表面の化学結合状態、断面における Cl、O 等の元

素の分布、水溶液の分析から、非解離型 HOCl による EPDM の劣化メカニズムについて明ら

かにした。 

 



9. 鋳造向け炭素強化マグネシウム合金の特性 

(アルトピア Vol.46 No.8  平成 28年 8月) 

村上 浩二、橋本 嘉昭*、二宮百合香* 

(* (株)STU) 

 

―要旨― 

 

チクソモールドならびに高圧金型鋳造用カーボン強化マグネシウム合金について、製造

方法を説明するとともに、鋳造性・機械的特性・微細構造・耐食性に関する評価事例、な

らびに適用製品例を紹介した。 

 

 

 

 

 

10. ポリエチレンテレフタレート板に収着したクルクミンの脱色に及ぼす次亜塩素酸ナト

リウム水溶液の pHの影響 

(食生活研究 Vol.36 No.6 平成 28年 9月) 

竹原 淳彦、石田 拓也、岩蕗 仁、福崎 智司* 

(*三重大学大学院) 

 

―要旨― 

 

ターメリックの黄色色素であるクルクミンを用いて、PET板への収着挙動および収着クル

クミンに対する pH 調整次亜塩素酸ナトリウム水溶液の脱色効果を検討した。PET試験片の

着色は、時間とともに増加し、8時間後には最大値に達した。PET樹脂に収着したクルクミ

ンの脱色は、弱酸性の pH領域に調整した NaOCl水溶液の使用が有効であった。HOClは酸化

力を保持したまま PET の表面近傍へ浸透し、クルクミンを分解・脱色したと考えられた。

一方、水溶液中のクルクミンに対する脱色効果は、OCl-含有率の高いアルカリ性の NaOCl水

溶液の方が大きかった。しかし、OCl-は PET内部に浸透できないため、収着クルクミンに対

する脱色効果に劣っていた。PET 樹脂に対する HOCl と OCl-の浸透性が、収着クルクミンの

脱色効果を左右する要因であると結論づけられた。 

 

 

 

 



11. インジゴの魅力 

(繊維製品消費科学 第 57巻 平成 28年 9月) 

國藤 勝士 

 

―要旨― 

 

  本稿でインジゴの魅力について考察した。インジゴは染色工程が特殊であること、ま

た分子間結合や結晶構造等によって豊かな色表現が得られることを解説した。インジゴの

染色は濃度、温度、時間、薬剤量などを同条件としても全く同じ色を得ることはなかなか

できない。経験と勘がものを言う世界あり、品質の高い染色を行うことは大変難しいこと

が魅力であることを述べた。また岡山県工業技術センターにおける近年のインジゴ研究に

ついて紹介した。 

 

 

 

 

 

 

12. Adhesion of Vibrio parahaemolyticus to Stainless Steel Surfaces and Its Removal  

by Caustic Alkali Cleaning 

(J. Environ. Control Technique Vol.34 No.5 平成 28年 10月) 

髙橋 和宏、田中 礼士*、福﨑 智司* 

(*三重大学大学院) 

 

―要旨― 

 ステンレス鋼表面への Vibrio parahaemolyticus の付着と苛性アルカリ洗浄による除去

について pH の関数として検討した。V. parahaemolyticus の表面電荷特性は、電位差滴定

法によりうまく測定することができた。V. parahaemolyticusの見掛けの零電荷点(pzcapp)

は 6.1 であった。V. parahaemolyticus は、pH 3～10 の範囲でステンレス鋼表面に不可逆

的に付着することができた。pH 6.1 での付着等温線はラングミュア型の飽和曲線を示し、

飽和値は約 7.0 mg dry cells/m2 であった。V. parahaemolyticus の除去率は、OH-濃度に

依存して大幅に増加した。 

 

 

 

 



13. 振動音響連成現象のメカニズムを利用したアクティブ遮音制御 

(日本音響学会誌、72巻、11号、平成 28年 11月) 

眞田 明 

 

―要旨― 

 

センサやアクチュエータなどを用いて能動的な制御を行い、軽量な構造で低周波数にお

いてパネルの遮音性能を向上する研究が行われている。音響透過は、壁面パネルの振動を

介して行われるため、振動を制御すれば遮音性能を向上できる。しかしながら、単なる振

動制御では特定の周波数帯域で制御効果が得られないなどの問題が生じる。このため、広

い帯域で制御効果を得るには、振動音響連成現象のメカニズムを考慮する必要がある。本

記事では、この音響透過における振動音響連成現象、特に振動モード間の連成のメカニズ

ムを利用して、軽量な構造で低周波数の透過音をアクティブに制御する技術について説明

する。 

 

 

14. Active control of sound transmission through a honeycomb panel with feedforward  

and feedback control 

(Mechanical Engineering Journal(日本機械学会英文誌) Vol.3,No6.平成 28年 12月) 

眞田 明、田中 信雄* 

(*首都大学東京) 

 

―要旨― 

センサやアクチュエータなどを用いて能動的な制御を行い、軽量な構造で低周波数にお

いてパネルの遮音性能を向上する研究が行われている。著者らは、これまでに薄い平板の

遮音性能を向上するために、アクチュエータの位置を最適化し、圧電フィルムにより体積

速度をセンシングすることで、低周波数での遮音性能を大幅に向上する方法を提案した。

しかし、制御周波数が低周波数域に限定されることから、実用を考えるとより高い周波数

まで制御する必要がある。制御効果が得られる周波数は、パネルの固有振動数に依存して

いる。このことから本研究では固有振動数が高いハニカムパネルを採用し、より高い周波

数まで制御効果を得ることを目指した。ハニカムパネルを用いた場合、音の透過特性が大

きく変化し、従来のフィードフォワード制御では十分な効果が得られないことから、フィ

ードバック制御を加える方法を提案した。この制御方法を用いることでパネルの共振を抑

制でき、従来より高い周波数まで制御可能であることをシミュレーションおよび実験によ

り示した。 

 



 

15. Inactivation of Vibrio parahaemolyticus Unattached and Attached to a Solid Surface 

in pH-Controlled Sodium Hypochliorite Solutions 

（Biocontrol Science、Vol.21 No.4 平成 28年 12月） 

髙橋 和宏、田中 礼士*、福﨑 智司* 

（*三重大学大学院） 

 

―要旨― 

 

pH調整次亜塩素酸ナトリウム（NaOCl）水溶液を用いてポリエチレンテレフタレート板表

面に付着および未付着の Vibrio parahaemolyticus に対する不活化効果を激しい撹拌条件

下で検討した。有効塩素濃度（FAC）0.1～1.0 mg/l の溶液を用いた場合、付着菌体の有意

な脱着は起こらなかった。生菌数は、微生物熱量測定法を用いて概算した。生残率の対数

減少は FAC濃度と時間の積に比例した。pH 5.6～9.3の範囲において、未付着および付着菌

体に対する一次不活化定数は、水溶液の pHが低下するほど増加した。さらに、未付着菌体

に対する不活化定数は、付着菌体と比較して約 6倍高いことが判明した。以上の結果から、

たとえ激しい撹拌条件下で HOCl/OCl-への接触性を増大させても、付着菌体は NaOCl水溶液

に対して未付着菌体よりも高い耐性を示すことが再確認された。 

 

 

 

 

16. 岡山県工業技術センターの取り組み 

(TEST(日本試験機工業会,季刊誌) Vol.42 平成 29年 1月) 

川端 浩二 

 

―要旨― 

 

試験研究機関を紹介している連載記事である試験所めぐりに、地域産業の活性化に資す

る情報を提供するために、岡山県工業技術センターの取り組みについて紹介した。 

内容は、センターの概要、業務の内容、依頼試験や設備利用の取り組み状況、研究開発

の状況と実用化事例について記した。 

 

 

 

 



17. Kinetics of the Inactivation of Vibrio parahaemolyticus in Weakly Acidic Sodium 

 Chlorite Solution 

(Biocontrol Science、Vol.22 No.1 平成 29年 3月) 

髙橋 和宏、田中 礼士*、福﨑 智司* 

（*三重大学大学院） 

 

―要旨― 

 

亜塩素酸ナトリウム（NaClO2）水溶液中での Vibrio parahaemolyticus の不活化速度論

を pH 4.0～6.5の弱酸性領域および種々の温度において検討した。生存率の対数減少値は、

NaClO2の濃度と時間の積に依存し、不活化曲線は直線的に減少する挙動を示した。一次不活

化速度定数（k）は、pH が 0.44 低下する毎に約 2 倍増加した。不活化実験の間、二酸化塩

素の発生は起こらなかった。これらの結果は、非解離型 HClO2が不活化を支配する活性種で

あることを示した。また、高濃度のイオン化 ClO2-を含む弱酸性 NaClO2水溶液を使用すると、

緩やかな不活化速度を示したが、4桁以上の生菌数の顕著な減少が得られることも示された。 

k 値は、5～40°C の範囲においてアレニウス型の温度依存性を示した。見かけの活性化エ

ネルギーは、43.5kJ/mol と概算された。k 値は、温度が 10°C 増加する毎に約 1.8 倍増加

した。 

 

 





題　目 発表会名 年月日

Utilizing refrigerants in passive two-
phase cooling for electronic devices

○梅本　翔平1

近藤  智恵子1

小林  繁2

林田  瑞樹2

水戸岡  豊

the 8th Asian Conf.
Refrig. Air Conditioni

H28.5.15

Influence of Carbon Addition on
Mechanical Properties of Thixomolded
Magnesium Alloy

○日野  実3

橋本  嘉昭4

村上  浩二
水戸岡  豊

金谷  輝人5

THERMEC'2016 H28.5.31

プレートの捻りモードを用いた移動機構に
関する研究－動作解析による挙動メカニズ
ムの解明－

○岩田　和大
真田　明
辻　　善夫

ロボティクス・メカトロニクス講
演会2016 in Yokohama

H28.6.8

見えてきた！次亜塩素酸と材料の関わり ～
ゴム、プラスチックを中心として～

○岩蕗　仁
石田　拓也
浦野　博水
竹原　淳彦

FOOMA JAPAN 2016　国際食品工業
展　アカデミックプラザ

H28.6.9

金属と樹脂の接着に関する研究
-第一原理計算により得られた吸着エネル
ギーと実験により評価した接着力の比較-

○中西　亮太

稲垣　淳6

川野　道則

末岡　浩治6

プラスチック成形加工学会　第27
回年次大会

H28.6.15

Differentiation Behavior of Osteoblast
and Osteoclast cells on Hydro-genated
Tetrahedral Amorphous Carbon coated
Titanium

○首藤　崇裕7

中谷　達行5

岡本　圭司8

才崎　菜都美7

三村　純代7

國次　真輔

二川　浩樹7

The 33rd International
Conference of Photopolymer
Science and Technology
Materials & Processes for
Advanced Microlithography,
Nanotechnology and
Phototechnology

H28.6.22

PVD被膜の密着性に及ぼす、金型鋼と熱処理
の影響 第2報

○野村  博郎9

中西　亮太
國次　真輔

型技術者会議２０１６ H28.6.23

レーザー加工による綿布表面の形態変化

○松本　侑子
國藤　勝士

岡本　恭平10

前田　進悟10

日本繊維製品消費科学会 2016年
年次大会

H28.6.26

めっき処理したAl-Si系合金の疲労強度に及
ぼす表面析出組織と水素の影響

○金谷  輝人5

永田  教人11

日野  実3

村上  浩二

中川  惠友5

福原  実5

堀川  敬太郎12

第8回軽金属学会中国四国支部講
演大会

H28.7.9

5

8

9

6

7
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題　目 発表会名 年月日

カーボン添加したAZ91Dマグネシウム合金の
疲労強度に及ぼす板厚の影響

○山田  眞太郎3

日野  実3

橋本  嘉昭4

斉藤  研13

村上  浩二

金谷　輝人5

第8回軽金属学会中国四国支部講
演大会

H28.7.9

車載用アルミニウム合金-エンジニアリング
プラスチック接合技術の開発

○永田  教人11

日野  実3

村上  浩二

金谷  輝人5

永田  員也14

第8回軽金属学会中国四国支部講
演大会

H28.7.9

工業用純アルミニウムの陽極酸化処理時の
絶縁破壊挙動

○築山　訓明
村上　浩二

永田　教人11

金谷　輝人5

日野　実3

第8回軽金属学会中国四国支部講
演大会

H28.7.9

セルロースナノファイバーを基材とした銀
ナノ粒子複合材料の作製

○藤井　英司
古谷　充章 セルロース学会第23回年次大会 H28.7.14

アルミニウム合金における電解研磨後の表
面微細構造

○築山　訓明
村上　浩二

廉本　寧15

松田　亮15

河合　真二15

山本　泰三15

金属第56回・鉄鋼第59回 中国四
国支部 講演大会

H28.8.22

高張力鋼の水素脆性に及ぼす亜鉛系めっき
の影響

○土居  悠帆3

日野  実3

平松  実16

村上  浩二
村岡  賢

日本鉄鋼協会・日本金属学会 中
国支部講演大会

H28.8.22

反応性CVA法で作製したta-C:H膜のトライボ
ロジー特性

○三原　大知5

國次　真輔

中谷　達行5

清水　一郎5

表面技術協会第134回講演大会 H28.9.2

反応性CVA法で作製したta-C:H膜の骨適合性
評価

○中谷　達行5

首藤　崇裕7

才崎　菜都美7

三村　純代7

國次　真輔

二川　浩樹7

表面技術協会第134回講演大会 H28.9.2

発　表　者

14

12

13

11

10

No.

16

15

17



題　目 発表会名 年月日

炭素/水素比の異なる雰囲気ガスを導入した
T-FADによるta-C:Hおよびa-C:Hの形成

○今井　貴大17

飯島　佑史17

針谷　達17

須田　善行17

滝川　浩史17

神谷　雅男18

瀧　　真19

長谷川　祐史19

辻　　信広20

金子　智20

吉田　健太郎20

國次　真輔

川口　雅弘21

清原　修二22

四戸　汐里23

寒河　江祐介23

伊藤　未希雄23

山田　健二24

表面技術協会第134回講演大会 H28.9.2

反応性CVA法で作製したta-C:H膜の分光エリ
プソメトリーによる光学特性評価

○國次　真輔
中西　亮太

中谷　達行5
表面技術協会第134回講演大会 H28.9.2

水素量低減 DLC コーティングチタンの骨関
連細胞の分化に与える影響

○才崎　菜都美7

首藤　崇裕7

三村　純代7

中谷　達行5

岡本　圭司8

國次　真輔

田地  豪7

熊谷  宏25

佐々木　正和26

二川　浩樹7

日本補綴歯科学会　中国四国支部
合同学術大会

H28.9.4

低GWP冷媒と超親水沸騰面を有する電子機器
冷却デバイス

○梅本　翔平1

合田　彬人1

近藤　智恵子1

小林　繁2

水戸岡　豊

2016年度日本冷凍空調学会年次大
会

H28.9.6-9

高強度鋼への亜鉛系めっきと水素脆性

○日野  実3

平松  実16

村上  浩二
村岡  賢

電気鍍金研究会 研究例会 H28.9.7

低沸点作動流体と超親水沸騰面を有する電
子機器冷却デバイス

○渡邊  耕助1

梅本  翔平1

近藤  智恵子1

小林  繁2

水戸岡  豊

日本機械学会2016年度年次大会 H28.9.11

発　表　者

20

No.

18

19

23

21

22



題　目 発表会名 年月日

T-FADを用いたDLC:HのPVD-CVDハイブリッド
成膜

○今井　貴大17

飯島　佑史17

針谷　達17

須田　善行17

滝川　浩史17

神谷　雅男18

瀧　　真19

長谷川　祐史19

辻　　信広20

金子　智20

吉田　健太郎20

國次　真輔

川口　雅弘21

清原　修二22

四戸　汐里23

寒河　江祐介23

伊藤　未希雄23

山田　健二24

平成28年度電気・電子・情報関係
学会 東海支部連合大会

H28.9.13

 T-FAD を用いた窒素含有DLC 膜の作製

○飯島　佑史17

今井　貴大17

磯野　凌17

針谷　達17

須田　善行17

滝川　浩史17

神谷　雅男18

瀧　　真19

長谷川　祐史19

辻　　信広19

金子　智20

國次　真輔

川口　雅弘21

羽渕　仁恵27

清原　修二22

伊藤　未希雄23

サム イック28

アヴィ ベンデイ

ビッド 28

フィル マーティ

ン28

平成28年度電気・電子・情報関係
学会 東海支部連合大会

H28.9.13

発　表　者No.

24

25



題　目 発表会名 年月日

PVD-CVDハイブリッドプロセスによる窒素含
有DLC膜の形成

○飯島　佑史17

今井　貴大17

磯野　凌17

針谷　達17

須田　善行17

滝川　浩史17

神谷　雅男18

瀧　　真19

長谷川 祐史19

辻　　信広19

金子　智20

國次　真輔

羽渕　仁恵27

サム イック28

アヴィ ベンデイ

ビッド28

フィル マーティ

ン28

第77回応用物理学会秋季学術講演
会

H28.9.15

白桃酵母の香味特性とアルコール耐性によ
る苦味生成の改善

○伊藤　一成

尾崎　陽子＊

三宅　剛史

日本農芸化学会2016年度中四国支
部大会

H28.9.16

４または８マイクロホンによる垂直入射吸
音率測定手法に関する研究

○眞田　明
日本音響学会2016年秋季研究発表
会

H28.9.16

機械特性とリサイクル性に優れたカーボン
強化マグネシウム合金の開発

○橋本  嘉昭4

日野  実3

村上  浩二

斉藤  研13

金谷  輝人5

日本金属学会 2016年
秋期講演大会

H28.9.22

チクソモールディング法によるAZ91Dマグネ
シウム合金の機械的性質に及ぼすカーボン
添加の影響

○日野  実3

橋本  嘉昭4

斉藤  研13

村上  浩二

金谷  輝人5

日本鋳造工学会 第168回 講演大
会

H28.9.24

EHEDG Doc.2に準拠した食品製造機械の定置
洗浄性の評価と考察

○浦野  博水

大村  宏之29

福﨑  智司30

日本防菌防黴学会　第43回年次大
会

H28.9.26

清拭クロスを用いた往復での拭き取り操作
における菌体の残留性についての研究

○松本　侑子
髙橋　和宏
浦野　博水

日本防菌防黴学会　第43回年次大
会

H28.9.26

PET樹脂に収着したクルクミンの脱色に及ぼ
す亜塩素酸ナトリウム水溶液のpHの影響

○竹原　淳彦
髙橋　和宏
福﨑　智司30

日本防菌防黴学会　第43回年次大
会

H28.9.27

ステンレス鋼表面に付着したタンパク質に
対する亜塩素酸ナトリウム水溶液の洗浄特
性

○髙橋  和宏
田中  礼士30
福﨑  智司30

日本防菌防黴学会　第43回年次大
会

H28.9.27

発　表　者
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No.
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31

32

33

34



題　目 発表会名 年月日

エチレン－ビニルアルコール共重合体と次
亜塩素酸ナトリウム水溶液との反応性

○幡野　玲30

福﨑　智司30

横溝　昌子31

新井 田康朗31

岩蕗　仁
石田　拓也

日本防菌防黴学会　第43回年次大
会

H28.9.27

メタケイ酸ナトリウムによるアルカリ洗浄
作用と防食皮膜の形成

○加藤　稜也30
髙橋　和宏
福﨑　智司30

日本防菌防黴学会　第43回年次大
会

H28.9.27

次亜塩素酸で劣化したゴムの寿命予測法の
提案

○岩蕗　仁
石田　拓也

福﨑　智司30

日本防菌防黴学会　第43回年次大
会

H28.9.27

陰イオン界面活性剤の油脂に対する洗浄力
に及ぼす無機塩の影響

○長谷　諒佑30

大萱　宗一郎30

福﨑　智司30

竹原　淳彦
浦野　博水

日本防菌防黴学会　第43回年次大
会

H28.9.27

熱処理後の金属と樹脂の接合力に関する研
究(実験と計算機シミュレーションによる評
価)

○中西　亮太

稲垣　淳6

上原　一德6

川野　道則

末岡　浩治6

日本接着学会　第12回若手の会 H28.10.12

アルミニウム合金の疲労強度に及ぼす表面
析出組織と水素の影響

○金谷  輝人5

永田  教人11

日野  実3

堀川  敬太郎12

中川  惠友5

福原  実5

村上  浩二

日本金属学会・日本鉄鋼協会
中国四国支部
第59回 材質制御研究会

H28.10.14

マグネシウム合金へのカーボン添加と機械
的性質の向上

○日野  実3

橋本  嘉昭4

斉藤  研13

村上  浩二

金谷  輝人5

日本金属学会・日本鉄鋼協会
中国四国支部
第59回 材質制御研究会

H28.10.14

加熱二重円管を設置した水平発熱面上の自
然対流熱伝達

○下山　力生

堀部　明彦32

春木　直人32

山本　諒馬32

日本機械学会熱工学カンファレン
ス2016

H28.10.22

High performance dry grinding of CFRP
with in-process wheel cleaning using
dry ice particle blasting

○大橋　一仁32

谷　　良祐32

近藤　凌司32

江　　一帆32

窪田　真一郎
吉川　満雄

31st ASPE Annual Meeting　（第
31回米国精密工学会年次大会）

H28.10.23

発　表　者

35

No.

36

37

38

39

41

43

42

40



題　目 発表会名 年月日

PVA／ナノ結晶セルロースコンポジットの調
製およびその特性

○小野  史彰33

岡田  賢治34

浦部  匡史

プラスチック成形加工学会第24回
秋季大会

H28.10.26

Heat Dissipation of Passive Two-Phase
Cooling Using Low-GWP Refrigerant
R1234ze(E) and Super-Hydrophilic
Surface for Electronic Devices

○渡邊  耕助1

梅本  翔平1

合田  彬人1

近藤  智恵子1

小林  繁2

水戸岡  豊

the 4th International Forum on
Heat Transfer, IFHT2016

H28.11.2

地域産業からみた水素社会の展望

○常定　健
児子　英之
永山　則之

研究・イノベーション学会 第31
回年次学術大会

H28.11.6

カーボン強化マグネシウム合金(UH合金)の
特性とその市場動向

○橋本  嘉昭4

日野  実3

村上  浩二

金谷  輝人5

日本マグネシウム協会 平成28 年
度 第2 回技術講演会
「マグネシウム合金需要拡大へ向
けた鋳造技術動向」

H28.11.10

高強度鋼の水素脆性に及ぼすZn-Ni合金めっ
きの影響

○藤井　駿介3

日野  実3

平松  実16

村上  浩二
村岡  賢

第18回 関西表面技術フォーラム H28.11.17

チクソモールド成形されたAZ91Dマグネシウ
ム合金の疲労強度に及ぼすカーボン修飾の
影響

○三村  政樹
日野  実
橋本  嘉昭
斉藤  研
村上  浩二
金谷  輝人

第18回 関西表面技術フォーラム H28.11.17

アルミニウム合金の電解研磨によって得ら
れる表面形状

○築山　訓明
村上　浩二

廉本　寧15

松田　亮15

河合　真二15

山本　泰三15

第18回関西表面技術フォーラム H28.11.18

技術相談事例　２０１６
○川野　道則 平成28年度日本繊維機械学会中国

支部研究及び事例発表会
H28.12.9

マイニングと情報抽出との連携による特許
情報の分析

○上野　覚
山田　充

平成28年度日本繊維機械学会中国
支部研究及び事例発表会

H28.12.9

レーザ照射とめっきによるパワー半導体ガ
ラス基板のマスクレス配線工法開発

○水戸岡  豊

西村  宣幸16

福田  千紗16

三宅  莉枝16

藤原  涼子16

第８６回レーザ加工学会 H28.12.12

岡山県内で製造された生石灰の消化特性

○川端　浩二
藤井　英司 第 55 回セラミックス基礎科学討

論会
H29.1.12

発　表　者No.
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49

50

51

52

53

54



題　目 発表会名 年月日

パルス電場を用いたキトサン-酸化チタン複
合体の電気泳動堆積

○木村　翔32

小西　敏功32

吉岡　朋彦32

藤井　英司

早川　聡32

日本セラミックス協会　第55回セ
ラミックス基礎科学討論会

H29.1.13

Improvement of Sliding Properties of
DLC-coated Plastics Prepared by PLD and
P-CVD Combination Process

○滝澤　一樹35

國次　真輔 第34回プラズマプロセシング研究
会(SPP34)／ 第29回プラズマ材料
科学シンポジウム(SPSM29)

H29.1.16

原子間力顕微鏡を用いたナノ力学物性測定
による塩素劣化EPDMの解析

○石田　拓也
岩蕗　仁

中嶋　健36
マテリアルライフ学会 第 21 回
春季研究発表会

H29.2.24

第一原理計算法の材料開発への適用－材料
界面の密着性予測－

○中西　亮太
日本ゴム協会　第93回接着研究分
科会

H29.2.28

Fabrication of Nitrogen-Containing DLC
Film by Fliltered Arc Deposition

○飯島　佑史17

今井　貴大17

磯野　凌17

針谷　達17

須田　善行17

滝川　浩史17

神谷　雅男18

瀧　　真19

長谷川　祐史19

辻　　信広19

金子　智20

國次　真輔

羽渕　仁恵27

清原　修二22

伊藤　未希雄23

サム イック28

アヴィ ベンデイ

ビッド28

フィル マーティ

ン28

ISPlasma2017/IC-PLANT2017 H29.3.2

加熱二重円管を有する水平発熱面上の自然
対流熱伝達促進

○板野　裕32

下山　力生

堀部　明彦32

春木　直人32

山本　諒馬32

日本機械学会 中国四国学生会第
47回学生員卒業研究発表講演会

H29.3.6

てこの支点支持剛性が作用力の動特性に与
える影響に関する研究

○辻　　善夫
岩田　和大
眞田　明

西　　真治37

服部　道尚37

日本機械学会中国四国支部
第55期講演会

H29.3.7

CVA法で作成したDLC膜の摩擦係数に及ぼす
湿度の影響

○國次　真輔

三原　大知5

中谷　達行5

清水　一郎5

表面技術協会第135回講演大会 H29.3.9

発　表　者No.

62

55

56

57
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59

60

61



題　目 発表会名 年月日

８マイクロホンによる垂直入射吸音率測定
－試料表面での散乱の影響－

○眞田　明
日本音響学会2017年春季研究発表
会

H29.3.15

平坦なシート表面と粒子表面のゼータ電位
の比較

○児子　英之
常定　健

堤　　宏守38 日本化学会 第97春季年会 (2017) H29.3.16

セルロースの特異的反応場を利用した
貴金属ナノ粒子の合成

○古谷　充章
藤井　英司 日本セラミックス協会　2017年

年会
H29.3.19

米麹の破精の観察とその評価法の確立

○伊藤　一成
谷野　有佳

五味　勝也39

狩山　昌弘40

三宅　剛史

日本農芸化学会2017年度大会 H29.3.19

製麴条件の違いによる品温経過と酵素生産
への影響

○谷野　有佳
伊藤　一成

五味　勝也39

狩山　昌弘40

三宅　剛史

日本農芸化学会2017年度大会 H29.3.19

筐体のシールド性能評価用広帯域ループア
ンテナの設計

○若槻　友里
渡辺　哲史 2017年電子情報通信学会総合大会 H29.3.24

発　表　者No.

 1 長崎大学　　　　　　　　　　　　 2 九州大学　　　　　　　　　　　　　 3 広島工業大学
 4 (株)STU　　　　　　　 　　　　　 5 岡山理科大学　    　　　　　　　　 6 岡山県立大学
 7 広島大学　　    　　　　　　　　 8 トーヨーエイテック(株)　　    　　 9 松山技研(株)
10 豊和(株)　　　　　　  　　　　　11 (株)サーテック永田　　　　　　　　12 大阪大学
13 (株)日本製鋼所　　　　　　　　　14 富山県立大学　　　　　　　   　　 15 (株)山本金属製作所
16 オーエム産業(株)　　  　　　　　17 豊橋技術科学大学　　　　　    　　18  伊藤光学工業(株)
19 (株)オンワード技研　  　　　　　20 神奈川県産業技術センター
21 (地独)東京都立産業技術研究センター
22 舞鶴工業高等専門学校　　　　　　23 東京高等専門学校　　　　　　　　　24 石川工業高等専門学校
25 熊谷歯科クリニック　　　　　　　26 佐々木歯科　　　　　　　　　　　　27 岐阜工業高等専門学校
28 CSIRO　　　　　　　　　　　　　 29 日本食品機械工業会　　　　　　　　30 三重大学
31 クラレクラフレックス(株)　　　　32 岡山大学
33 おかやまバイオマスイノベーション創造センター
34 倉敷芸術科学大学　　　　　　　　35 三井造船(株)　　　　　　　　　　　36 東京工業大学
37 オージー技研(株)　　　　　　　　38 山口大学　　　　　　　　　　　　　39 東北大学
40 (株)フジワラテクノアート　　　　＊ 平成23年度岡山県臨時的任用職員
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